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2023.３.11 
文部科学省科学研究費基盤研究（Ｂ） 

「三関周辺における古墳時代から古代の地域動態に関する総合的研究」 
（研究代表者：梶原義実） 

キックオフシンポジウム「不破関と西濃の古代」

古代の関と交通 

独立行政法人 国立文化財機構 
奈良文化財研究所 都城発掘調査部 
平城地区史料研究室長 馬場基 

１ 古代国家が「関」を必要とした理由 
日本古代国家の道普請 
道の利便性・危険性 

２ 関に期待された役割 
交通のコントロール 
直轄軍事施設としての関 

３ 不破関の理由 
一目瞭然壬申の乱 
海陸の接点 

４ 不破関の影響（予察） 
強烈な「直轄」の記憶 

※主要で見つけやすそうな参考文献
市大樹『すべての道は平城京へ』吉川弘文館、2011。 
近江俊秀『日本の古代道路 道路は社会をどう変えたのか』角川書店、2014。 
『駅家と在地社会』奈良文化財研究所、2004。 
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→平城宮発掘調査出土木簡概報６ ７頁上段
↓伊場遺跡（静岡県浜松市）出土30号木簡
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不破郡における終末期古墳の歴史的意義
―綾戸古墳と南大塚古墳の再評価―

中井正幸（岐阜聖徳学園大学　非常勤講師）

１  古墳からの古代史視座
　前方後円墳の終焉以降を古墳時代でも終末期とされるなか、不破では６世紀末から７世紀前半にかけて綾戸古墳
や南大塚古墳の円墳や方墳が築造されたほか、中小の古墳群が７世紀後半まで造営された。横穴式石室への追葬行
為や墓前祭祀を考えれば、古墳は８世紀前後まで祖先墓として認識されていた可能性がある。そのため宮代廃寺が
建立された頃はまだ古墳は墓制としての機能を維持していたと考えられ、寺院と古墳を切り離すのではなく林立し
た地域動態を考えていく必要がある。

　ところで、古墳は「見える政治的墳墓」として当時の主要な交通網を意識した墓域に築造されたと考えられるが、
不破では垂井南部と北部、そして赤坂・昼飯の三箇所に造墓地が集中する。垂井南部では伊勢から近江に、垂井北
部と赤坂・昼飯は東西を往来するルート上に営まれており、人々や物資が交差する拠点にもなった。こうした古墳
の造墓地（墓域）を新たな視点に加えることで、関が設置されていく歴史的経緯が浮かび上がる。

　この頃「群集墳」と呼ばれる新たな造墓活動が赤坂金生山一帯や池田山山麓で展開するが、数百基単位の古墳群
の遍在性は大型方墳の造営や横穴式石室にみる斉一性とも軌を一にする現象であり、それはまた同時にのちの東山
道ルートを意識した交通網の整備という地方政策にも通じると考えられる。

　今回の不破関研究に対して古墳研究が果たすことのできる役割はこうした視座によるものであるが、さらに共同
研究という枠組みのなかで不破の地の歴史的動態を明らかにしたい。

２ 再検討するおもな古墳 

（１）資料化する終末期古墳（垂井町）
古墳名（墳形） 規模・築造時期 埋葬施設 調査内容および項⽬ 
南⼤塚古墳 
（⽅墳） 
1968 年調査 

⼀辺 25ｍ、⾼さ約６ｍ 
７世紀前半 

横⽳式⽯室 
全⻑ 15.3ｍ 
＊前庭部含む 

墳丘再測量 
横⽳式⽯室の再実測 
出⼟遺物の実測 

兜塚古墳 
（円墳） 
1964 年調査 

直径約 35ｍ 
６世紀末 

横⽳式⽯室 
全⻑ 11.2ｍ 

【消滅墳】 

出⼟遺物の実測 
綾⼾古墳 
（円墳） 

直径約 40ｍ、⾼さ約６ｍ 
周溝幅８〜11ｍ 
６世紀末〜７世紀初 

不明 墳丘測量 

（２）これまでに資料化された終末期古墳（⼤垣市）
古墳名（墳形） 規模・築造時期 埋葬施設 調査内容および項⽬ 
⾞塚古墳 
（⽅墳？） 
2008 年調査 

⼀辺 24m 
（円墳） 
７世紀前半 

横⽳式⽯室 
全⻑ 13ｍ以上 
＊前庭部含む 

1877 年（明治 10）に出⼟した 
出⼟遺物の実測 

寺前１号墳 
（円墳？） 
1972 年発⾒ 

不明 

７世紀中葉 

横⽳式⽯室 

刳抜式⽯棺 

【消滅墳】 

表１　対象とするおもな古墳と内容
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研究史
　本墳は大正から昭和にかけて小川栄一により略測、それまで方墳（藤井 1926）とされていたのを「美濃国円形古墳」（小
川 1931）にて「径二十間、幅四間の隍」をもつ円墳とした。のち「直径二十二間、直高二丈一尺」と修正している ( 小川
1940）。後出の報告では墳丘から露出した石を横穴式石室の羨道の一部として記録にとどめている。
測量成果　
　直径約40m、高さ 6.1 ｍ、三段築成となる大型の円墳で、周溝の幅は約10～ 11ｍ、深さ 1.1 ～ 1.7 ｍとなる。本数値は『小
川調書』に記載されたものと比べても、周溝の底が当時より堆積していることを考慮すればほぼ同一といえる。
　墳丘には川原石の葺石が認められ、周囲にはかつての周溝の痕跡をとどめている。周溝は北側で一部埋められているもの
の、戦前の空中写真などから全周していたと思われる。本墳は墳丘の形状や過去に出土した三足壺などからみて終末期古墳
と考えられ、その規模は東海地方でも最大級と評価できる。
参考文献
　 藤井治左衛門 1926「本郡の後期古墳」『不破郡史』不破郡教育会
    小川栄一 1931『郷土研究資料』第２号　岐阜縣師範學校郷土研究室
    小川栄一 1940「綾戸古墳」『『岐阜縣史蹟名勝天然記念物調査報告書』第９輯　岐阜縣
    松居良晃 1990「岐阜県不破郡綾戸古墳出土特殊須恵器（三足壺）について」『大垣市埋蔵文化財調査概要―昭和 63年度―』

大垣市教育委員会

図２　綾戸古墳墳丘測量図（平板図）
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研究史
　本墳は 1968 年（昭和 43）、道路工事の土取りによって石室が露出した古墳で、当時北西の「大塚」に対して「大塚南」
とも呼ばれた。このとき名古屋大学考古学研究室により緊急調査が実施され、墳丘には貼石状の葺石が、横穴式石室の床面
からは須恵器、土師器、鉄鏃や馬具片が確認された。その後墳丘図と石室図は『垂井町史』に掲載され、７世紀の大型方墳
と評価されている（垂井町 1969）。なお出土遺物は垂井町に移管されて遺物の一部は公表されている（垂井町 2020）。
測量成果
　古墳は墳丘上段と前面側下段の一部が遺存する二段築成の方墳と判断できるものの、墳丘西側が発見当時のままで大きく
欠損している。墳丘下段に位置する石室前庭部を基準にした規模は一辺 25m、高さ６ｍとなるが、東西および北側の墳丘
下段が埋もれているため正確ではない。調査当時に確認された「周囲に幅約５メートルの濠の痕跡」は観察できなかったも
のの、貼石状の葺石は確認することができた。横穴式石室の測量は新たに右側壁を加えたものの、床面に堆積した土砂のた
め下段部分は過去図を合成している。築造時期は出土土器などから７世紀前半の築造と考えられ、前庭部を含めた石室の全
長が 15.5mとなる美濃最大の横穴式石室を有する方墳という評価は変わらない。
参考文献
     垂井町 1969『垂井町史』通史編　（1968 年４月  名古屋大学文学部考古学研究室測量とする折込の実測図有）
     楢崎彰一 1972「古墳時代」『岐阜県史』通史編原始　
　 垂井町教育委員会 2020『垂井町遺跡詳細分布調査報告書（２）』

【補記】　綾戸古墳および南大塚古墳の測量調査の実施にあたっては、垂井町教育委員会、地元自治会（保存会）ならびに土地所有者各位の格別な
る御配慮と御協力をいただいた。また綾戸古墳の測量は名古屋大学考古学研究室のみならず、本研究代表の梶原義実教授の呼びかけにより南山大
学上峯篤史准教授と滋賀県立大学金宇大准教授の指導のもと、複数の大学院生や学部学生らが加わっての合同調査であったことを報告しておきた
い。なお、両古墳の測量図は研究をともに進める（株）イビソクのもとで調製が図られ、掲載図は最終報告までの中間報告である。

図３　南大塚古墳墳丘測量図（再測量図）および石室実測図（過去図との合成）
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▲瀬川貴文 2005「岐阜県大垣市寺前１号墳出土石棺と
濃尾の家形石棺」『考古学フォーラム』17

▲大垣市 2011「車塚古墳」『大垣市史  考古編』

▲中井正幸 2004「古墳終末の一様相―岐阜県大垣市丸山出土の長胴棺をめぐって―」『かにかくに　八賀晋先生古稀記念論文集』

図４　車塚古墳（大垣市昼飯町）の墳丘および石室（天井石）と出土遺物

図５　寺前１号墳（大垣市昼飯町）の発見時と保管された家形石棺

図６　丸山出土の陶棺（大垣市昼飯町）とその類例

古墳を方墳として復元した場合は一辺 24mとなり、その推定ライ
ンは火塚古墳（坂祝町）と近似する。横穴式石室は露出部分で約８
ｍで、前庭部を含めれば 13ｍ以上となる大型の石室である。

（復元ラインは火塚古墳の推定復元図を重ねたもの） 0 5m
8

７世紀前半

７世紀中頃

７世紀後半
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不破関の過去の調査と今後の調査計画 

梶原 義実（名古屋大学） 

はじめに：不破関とは 

１． 不破関の発掘調査（富田 2017 より） 

1974�年から岐阜県教育委員会による発掘調査が実施される。 

外郭土塁：北限 460.5m、東限 432.2m、南限 112.5 m  

台形状の土塁で、西側は藤古川との比高差で関の範囲が画されていたか？ 

東限土塁基底部から、和銅開珎３枚を埋納した土師器甕１個と須恵器蓋が出土。 

遺物から土塁の築造は８世紀中頃 

内郭築地：基底部と石敷（雨落か？）。瓦が多く出土しており、瓦葺。 

掘立柱建物： 

政庁部： SB302（柱間 2.4m）・SB301（柱間 3.6m）と 

 SB401（柱間 2.7m）が確認。 

  平瓦の堆積がみられることから、一部は瓦葺か？ 

望 楼：南西部・北東部にそれぞれ六角形状の望楼（柱間約３ｍ） 

出土遺物：川原寺式軒丸瓦をはじめ数種の軒瓦や須恵器・灰釉陶器などが出土。 

２． 残された課題 

１） 中枢部（政庁）の構造が不明

  中枢部は限定的な面積の調査に留まり、掘立柱建物数棟が確認されるのみ。 

建物構造やその時期的変遷について、充分な知見が得られていない。 

関の機能や、関内部の施設でなにがおこなわれたのかという、 

古代交通史における課題を解決するには、内部構造の確定が必須である。 

２） 関の設置年代についての知見が不十分

出土した川原寺式軒丸瓦の年代から、天武朝～７世紀末頃に遡らせる見解。 

川原寺式瓦の美濃地域での展開から、その年代観を再考する必要。 

丸平瓦には古手のものがほとんどなく、転用の可能性。 

ちなみに、出土須恵器は８世紀中葉以降のものが中心。 

３） 関の諸施設の造営順序についての検討が不十分

  現在、既調査出土の丸平瓦の分布を検討中。 

  築地塀と内郭内で、出土瓦の傾向が異なる可能性。 

  平城宮式・美濃国分寺式瓦との対応関係を検討する必要。 

��



４） 関の範囲や構造について再検討できる可能性

関ケ原町による分布調査：関の東側にも須恵器が集中して採集できる地点。 

関の東側に存在する不自然な高まりや、周囲と異なる南北ベルト状の土地利用 

伊勢街道の位置や、北国街道から「小関」を通って南に向かう旧道 

⇒ 不破関の位置で東西道（東山道）と南北道が「衢」を形成？

関の範囲として、現在の長辺１町の台形状の土塁範囲としてよいのか要検討。 

３． 今回の調査計画 

2023 年度：内郭築地塀南西隅の調査 

  既調査においてもトレンチが設定され、築地塀の基底部の一部および瓦が出土。 

  今回追加調査を実施ずることで、築地全体の構造や築地幅を確定し、 

  また出土瓦の検討をおこなうことで、築地塀の建造年代を確定することができる。 

2024 年度～2026 年度： 

  現在検討中だが、中枢部の調査および、関の東側に調査区を設定することも考えている。 

  外郭土塁の調査：土塁か築地塀か？ 

不破関周辺地域の測量調査 

関周辺の地形や土塁等の状況について、ドローンや赤色立体図などをもちいた 

最新の測量技術で調査をおこない、関の全体像を把握する。 

おわりに 

主要参考文献 

梶原義実 2016「東海道・東山道の国分寺瓦（１）－尾張・美濃国分寺について－」『日本

古代考古学論集』 

岐阜県教育委員会 1978『美濃不破関』 

小林新平 2014「美濃地域における古代寺院の展開 : 川原寺式軒丸瓦を中心として」『メタ

プティヒアカ : 名古屋大学大学院文学研究科教育研究推進室年報』８ 

関ケ原町 1990『関ケ原町史 通史編 上巻』 

富田真一郎 2017「不破関の再検討」 

中川尚子 2001「不破郡における古代軒瓦」『平成 11 年度タルイピアセンター歴史民俗

資料館報』 

八賀晋 1973「地方寺院の成立と歴史的背景―美濃の川原寺式瓦の分布―」『考古学研究』

20-1
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図１　不破関全体図と発掘調査地点（関ケ原町提供）

図２　不破関跡推定復元模型（不破関資料館。関ケ原観光ガイドHPより
https://www.sekigahara1600.com/feature/fuwa-jinshin.html）
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図３　不破関築地塀内部の調査（岐阜県教委 1978）

図４　不破関築地塀の調査          （トーン貼付部は 2023 年度発掘調査予定地）
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図５　不破関出土瓦（岐阜県教委 1978）　軒瓦１：５、丸平瓦１：８
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←周囲とは異なる土地利用

東山道

北国街道

伊勢街道

「小関」から延びる旧道

不破関土塁範囲

←不自然な高まり

段丘崖

「衢（ちまた）」？

図６　不破関周辺地図（1:25,000）

図７　不破関東方の須恵器散布（関ケ原町分布調査概要報告書より）
図８　不破関東方の地形と土地利用
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ヶ
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文
書
の
研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
。

こ
れ
ま
で
の
高
木
家
文
書
調
査
に
加
え
、
不
破
関
調
査
の
開
始
。

2
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参
考
文
献

岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
、
初
発
表
一

九
六
五
年
）

柴
田
博
子
「
鈴
鹿
関
と
不
破
関
」
（
佐
藤
宗
諄
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
「
城
」
』
新
人
物
往
来
社
、
一

九
九
四
年
）

舘
野
和
己
「
律
令
制
下
の
交
通
と
人
民
支
配
」（
『
日
本
古
代
の
交
通
と
社
会
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
）

永
田
英
明
「
奈
良
時
代
の
王
権
と
三
関
」
（
今
泉
隆
雄
先
生
還
暦
記
念
会
論
文
集
刊
行
会
編
『
杜
都
古
代

史
論
叢
』
今
野
印
刷
、
二
〇
〇
八
年

永
田
英
明
「
三
関
の
設
置
」
（
広
瀬
和
雄
・
山
中
章
・
吉
川
真
司
編
『
講
座
畿
内
の
古
代
学
Ⅳ
軍
事
と
対

外
交
渉
』
雄
山
閣
、
二
〇
二
二
年
）

仁
藤
智
子
「
固
関
儀
の
構
造
と
特
質
」
（
『
平
安
初
期
の
王
権
と
官
僚
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

野
村
忠
夫
「
美
濃
不
破
関
」
（
『
奈
良
朝
の
政
治
と
藤
原
氏
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
初
発
表
一

九
七
八
年
）

早
川
庄
八
「
延
享
四
年
の
固
関
勅
符
」
（
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、

初
発
表
一
九
九
〇
年
）

平
林
盛
得
「
（
資
料
紹
介
）
固
関
木
契
」（
『
書
陵
部
紀
要
』
四
、
一
九
五
四
年
）

古
尾
谷
知
浩
「
延
享
四
年
開
関
解
陣
勅
符
写
」
（
『
文
献
史
料
・
物
質
史
料
と
古
代
史
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
、
初
発
表
二
〇
〇
二
年
）

古
尾
谷
知
浩
「
国
の
「
庁
」
と
ク
ラ
」
（
『
日
本
古
代
の
手
工
業
生
産
と
建
築
生
産
』
塙
書
房
、
二
〇
二

〇
年
、
初
発
表
二
〇
一
七
年
）

2
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史
料

・
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
五
月
一
日
固
関
勅
符
（
桜
町
天
皇
か
ら
桃
園
天
皇
へ
の
代
替
わ
り
）

勅
符

正
五
位
下
行
美
濃
守
藤
原
朝
臣
昌
全

従
五
位
上
守
兵
部
大
輔
兼
権
介
藤
原
朝
臣
資
望

応
警
備
事

使
従
五
位
上
紀
朝
臣
矩
弘

内
舎
人
従
六
位
下
佐
伯
朝
臣
常
俊

右
来
二
日
避
位
伝
皇
太
子
当
此
際
会
疑
驚

物
聴
仍
為
警
固
彼
国
差
件
人
等
齎
木
契

発
遣
国
宜
承
知
依
例
施
行
勅
到
奉
行

延
享
四
年
五
月
「
一
」
日
時
辰
一
刻

・
延
享
四
年
五
月
四
日
開
関
勅
符
写

（
端
裏
）
延
享
四
年
五
月
四
日
御
譲
位
開
関
解
陣

勅
符
之
写

勅

警
固
美
濃
国
使
従
五
位
上
紀
朝
臣
矩
弘

内
舎
人
従
六
位
下
佐
伯
朝
臣
常
俊

并
正
五
位
下
行
美
濃
守
藤
原
朝
臣
昌
全

従
五
位
上
守
兵
部
大
輔
兼
権
介
藤
原
朝
臣
資
望

使

従
五
位
上
行
兵
部
少
丞
中
原
朝
臣
清
生

内
舎
人
正
六
位
下
和
気
朝
臣
武
信

右
受
禅
已
畢
仍
為
罷
警
固
差
件
人
令
齎
木
契

発
遣
使
国
承
知
依
例
施
行
勅
到
奉
行

延
享
四
年
五
月
四
日

時
辰
一
刻

函
表
包
銘
之

駅
伝

賜
美
濃
国
延
享
四
年
五
月
四
日
時
辰
一
刻

黄
紙

請
印
三
所
木
契
壹
包
以
下
如
固
関

粟
津
兵
部
丞
清
生
ヨ
リ
写
之

2
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ๅٗढ़Ν༽͏ͪชԿࡔऀճ༽ 
ʛஏҮʀΝӿ͓ͪๅཤ༽Ͷ͜ͱʛ 

 दگՌʀ०ڂݜԲָָӅๅָݻ໌
ԗ౽ग 

ʕͺͣΌͶ 
 ຌۂࣆ 1 ೧खૌͳ͢ͱɾ಼ࠅͶ͕͜Ζ ICT Ν༽ͪ͢
ชԿࡔๅྭࣆ༼Ͷͯ͏ͱࠬͤΖͳͳͶɾҪָݡճ
ࢂՅʤਦ̏ɾ2022/8/20-21ࣰࢬʥΏؖ࿊ͤΖ಼ؖࠅ࿊ۂࣆ
ཀྵΝͪͮߨɿຌߚͲͺͨ͑ͬ͏͚͖ͯΝྭࣆͳڠͶ়
ղͤΖɿ 

ʕஏҮʀΝӿ͓ͪๅཤ༽ݳয়ͳ՟ୌ 
 ۛ೧ɾߨΝकରͳͪ͢υζνϩԿਬ͗ٽΌΔΗͱ͕
Εɾ֦ஏͲ࣑ࣙର DXʤυζνϩφϧϱηϓΧʖϟʖεϥϱʥ
ਬܯժࡨఈ͗ΌΔΗͱ͏ΖɿැͶΓΖஏҮๅԿࡨࢬͶͺυζνϩీԄࠅࢤՊߑΏηϜ
ʖφετΡ͵ʹखૌ͍͗Ζ͗ɾ͞ΗΔ֫Ν͵ͤࡨࢬͳ͢ͱΨʖϕϱυʖνਬ͗͝ڏΔΗΖɿ
ର࣑ࣙࡃΨʖϕϱυʖνਬखૌ಼ݟͺݟز 100%ୣΝ͚Ͷࣰ͢ݳͱ͏Ζ͗ɾଠಕැݟಋ
༹ɾͨ ޛఴͶͺ͏͚͖ͯ՟ୌΝ์͓ͱ͏Ζͳ͏ͮͱྒྷ͏ɿ͞ ΗΔ՟ୌͺགྷ༁ͤΖͳɾ̏ ʥஏҮ
ʹ͵ड़ɾྭࣆ༼ͶΓΖܠ࿊ׯ௪Կɾ̑ʥڠ՟ୌ֮ԿΏɾ̐ʥυʖνϓΧʖϜρφ༙ݽ
Ͷ՟ୌ͍͗Ζͳ͓ߡΖɿ͞ ΗΔ՟ୌ͗մ݀͠ΗΖ͞ͳͶΓΕɾஏҮʀΝӿ͓ͪๅཤ༽͗Ҳࣰ
 ΖɿͤࡱΗΖͳਬ͠ݳ

ʕؖ࿊ྭࣆڂݜ 
˖υζνϩΠʖΩϔߑͶͪ͜ௗݟௗࢤʀਤࢤࡖͶ͕
͜ΖGIGAηέʖϩ༽
ദؙ๑րਜ਼ͶΓΕυζνϩΠʖΩϔߑऩགྷ͗߶

ΉΖҲ๏ɾߑͪΌϜϱϏϭʖଏΏඇ༽೩ड़Ͷͪ͜՟
ୌଡ͏ɿຌۂࣆͲͺஏҮָਫ਼͗ GIGA ηέʖϩ
༽Ҳͳ͢ͱɾݻߡ۹ݳۂࡠΝ GIGA ηέʖϩΝ
༽͏ͱى͢ɾىυʖνΝΨʖϕϱυʖνͳ͢ͱޮɾͨ 
Ζͤ͞༼ιϱνʖ۹ࠬՎͳ͢ͱࡔດชԿݟɾޛ
ͳͲɾಋ՟ୌմ݀Ͷߨࢾͪ͜Νࣰ͢ࢬͱ͏ΖɿຌखૌͶͯ
͏ͱɾܙݻߡସఈָڂݜճक࠷h ͪΌࡔʀชԿָݻߡ
υʖνγΦϱηʀγϫϱ ʤɦ2022/8/6 ʥͶͱɾhࢬࣰ ชԿࡔ
ๅΝ༽ͤΖ GIGA ηέʖϩ×ชԿࡔʀദؙखૌΊʱͳୌ͢ͱන͢ɾؖ࿊ंڂݜͳ٠Νࣰ
 ʤਦ̐ʥɿͪ͢ࢬ

ਦ̏ɿ 1 յճ٠͕Γ;Ҫָݡճ

ਦ̐ɿָݻߡʀชԿࡔͪΌ
υʖνγΦϱηʀγϫϱ

��



˖ѬஎݟҲࢤٸͲָׯࢊ࿊ܠͶΓΖΨʖϕϱυʖν༽
ѬஎݟҲࢤٸͶͱʰܵࡏࠅढ़ͬ͏͍ࡉ 2022ʱυζνϩϜ

ρϕΝࡠͪ͢ɿຌۂࣆͺҲྙࢤٸଆ෨ദؙ؇ཀྵ՟͗
कରͳ͵Εɾυζνϩு͗ਬͤΖΨʖϕϱυʖνਬওυʖ
νιρφh ϗϱφҲལ Νɦ༽ͤΖܙͲࣰ͠ࢬΗͪɿυʖν
ιρφࡠͺࢤༀॶ͗͏ߨɾՆࢻԿεητϞߑͺָ
ਫ਼͗ͪͮߨʤਦ̑ʥɿຌυʖνιρφಝͳ͢ͱɾܵढ़ࡉ
ࣆܠͳ࿊ݟͶΓΖࢤυʖνͳۂࣆ࠷कݟͶΓΖۃແࣆ
ɾͨۂ ͢ͱࢤಢࣙۂࣆ̑ͯΝ౹͢ͱ͏Ζ఼Ͷ͍Ζɿͨ Η
ͩΗ಼ۂࣆ༲ىफ़ͺಢࣙޮϧιϱηͶخͰ͏ͱ͏
Ζ͗ɾຌυʖνιρφͨͺΨʖϕϱυʖνͶخͰ͚ޮ
͗͵͠Ηͱ͏Ζ఼Ͳๅཤ༽қٝͺ͘͏ɿ
ͨ͠ࢬࣰޛΗͪؔकͶΓΖh ͽͯͣγϝρφඎय Ͳɦ

ͺɾफ़ߨͶΓΖӣӨΝߡࢂͶɾಋਬওυʖνιρφͶخ
Ͱ͚ϗϱφๅυʖνιρφࡠͳՆࢻԿεητϞߑ
Ͷԥఴ͠Ηͪʤਦ 3Ծʥɿफ़ܵढ़ࡉͲͺҲ಼ࢤٸճ
ͶཻΉͮͪ͗ɾຌۂࣆͲͺҲࢤٸΆ͖ɾزݟӍౣࢤɾѬஎ
ࢤౣݟ 3  ɿͪ͢ࢬΝࣰࡎܟճϗϱφๅ͛ޏରΝ࣑ࣙ
ʤߡࢂγφʥhttp://idea.linkdata.org/idea/idea1s3498i 

ԿଔؙݻߡͶΓΖܠ࿊ׯΖ͕͜ࢤඊଯݟز˖
ඊଯࢤඊଯΊΏ͗ΚݻߡؙͲͺɾׯ࿊ܠͶΓΖh ੶

έϧϔʱखૌ͗͠Ηͱ͏ΖɿຌखૌΊͶ͕͏ͱɾߨ
Ͳ͍ΖඊଯࢤༀॶͲͺگүҗҽճͳ૱ແ෨؇ࡔ՟ๅεητ
Ϟ͗ܐ࿊͢ܠɾׯ࿊ܠͶΓΖΨʖϕϱυʖνखૌͳ͢ͱɾ
ಋέϧϔ͗फ ʀॄυζνϩԿͪ͢υʖνΨʖϕϱυʖνԿΝ
௪ͣͪݻߡؙԿ๏๑Ͷͯ͏ͱໝࡩΝͮߨͱ͏Ζɿຌ
खૌकରͳ͵Ζ੶έϧϔͺɾඊଯΊΏ͗ΚݻߡؙΝ
ୈͳͪ͢ஏ๏ਫ਼Ν༹ͤࢨʓ͵ߨࢾΝࣰ͢ࢬͱ͕ΕɾͲ
ΔΝި͓ͪ٠Νઅ͜Ζʤ2022/11/19-20ࣰंڂݜ಼ࠅͶͯ͏ͱɾ༼ྋ̑DԿͳͨࣁ۹ݻߡ
ͱ͏ΖɿͮߨಊΝదͶۅʥ͵ʹࢬ

ʕޛࠕఴͳͤ;Ͷ͖͓ͱ 
ຌۂࣆͶ͕͏ͱɾഃؖͶؖΚΖஏҮ͗࿊ͯͯ͢ܠชԿʀگүʀ؏ޭ֦Ͷ͕͏ͱ ICT Ν༽͢

༹ͪʓ͵ࡨࢬΝࣰͤࢬΖ͞ͳ͗॑གྷͲ͍Ζͳ֮࠸ͪ͢ɿ͞ΗΔࡨࢬࣰࢬͶ͍ͪΕɾΨʖϕϱυʖν
ਬ ICT ԿʀஏҮαϝϣωτΡͳૺ͢ਬͤΖ͞ͳ͗ɾ֚ஏҮߏΏָߨΝஏҮࡨࢬ
ͶҲر༫ͤΖͳ͓ߡΖɿ࣏೧ౕͶ͕͏ͱͺࠕ೧ౕಚͪࠬ݃ՎͶخͰ͘ɾ֦ࢤௌͶ͕͏ͱ۫ର
ద͵ՎΝड़͢ͱΑͪ͘͏ɿ 

ਦ̑ɿܵࡏࠅढ़ͬ͏͍ࡉ 2022ʤʥͳ 
ͽͯͣγϝρφඎयʤԾʥ 

ਦ̒ɿ੶έϧϔ̑Dॕ༹ࢢ
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